
科目別勉強法 高校受験 国語編

筆者の思い 読み解く力高めよう
高校受験に向けて、ほとんど国語の勉強をしないという人がいるかもしれませんが、

それはもったいないことです。国語はコツをつかんで勉強すれば、周りの受験生に差

をつけられる「お得な教科」だからです。文章を読む方法を身につけ、出題者が何を

聞きたいかを理解することが大切です。

読解問題を解くとき、文章が「文字のかたまり」に見えていませんか。文字の「向

こう側」には“読者に伝えたい”という強い気持ちを持つ筆者がいます。出題者は、

筆者が何を伝えたいと思っているのかをとらえてほしいと考えています。

ただし、出題者が問うのは筆者が言いたいことです。受験生の感想を求めているの

ではありません。

こうした点をふまえながら文章を読んでいきます。筆者の考えを理解するために気

持ちを表す言葉にマ－クをつけていくのもいいですね。例えば「すばらしい」や「楽

しい」、前向きな感情には「＋」、「悲しい」や「つらい」、沈んだ感情には「－」とい

った具合です。

量よりも質を重視
筆者の思いを読み解くための練習はもちろん数をこなすことも大事ですが、「一つの

文章を何十回も読んでわかった」という経験も重要です。読解問題を苦手としている

人は、まずは量より質を高められるといいですね。

自分の好きな内容が書かれた文章だと頭に入りやすいので、おもしろいと思える文

章を集めて繰り返し読んでみましょう。新聞や雑誌の記事の切り抜きでも構いません。

古文の場合、昔の人が「発信」した文章なので注意してください。身分の違いがあ

ったり貴族の世界だったりと、いまとは大きく異なる時代の話です。当時の人々の考

えや感情に思いをめぐらせてみましょう。

文章を理解するためには語彙力(ごいりょく)も必要です。漢字の勉強をするとき、

語句や言葉の意味が説明されている本を活用して一つひとつ覚えましょう。言葉を知

ることで世界が広がります。「サンタクロース」という言葉を知らなければ、クリスマ

スを楽しく過ごせませんよね。こんなイメージで覚えていくのがおすすめです。

文法は薄めの問題集を使って受験向けに繰り返し練習してください。
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生徒と保護者のための進路情報です。保護者の方も必ずご覧ください。



保 護 者 の 皆 様 へ

第２回進路説明会の資料の配付と訂正
１１月２日の、第２回進路説明会では主に大きく変更になった公立高校入学者選抜

やこれからの予定等について説明しました。保護者の皆様にはお忙しい中、ご参加い

ただきありがとうございました。欠席されたご家庭には生徒を通じて「進路のしおり」

を配布させていただきました。質問等がありましたら進路懇談会でお聞きください。

なお、資料の「進路のしおり」のＰ.３４に誤りがありましたので、以下のように訂

正させていただきます。よろしくお願いします。また、訂正版(Ｐ３４)のプリントを

進路懇談会で、お渡しします。

進路懇談会 ２４日 (火 )～２７日(金)
１１月４日に、「11月進路懇談会の案内」を配布しました。

どうしても都合のつかない時間帯に“×”をご記入の上、

１１日(水)までにご提出ください。

よろしくお願いします。

今回の進路懇談会は、第２回進路希望調査のもとに行い

ますので、進路希望調査に書き忘れたこと等ございました

ら、ここにお書きください。

自己申告書、

活動・行動の記録

は、どの学校も必

要です。そのため

空白の所はありま

せん。

定時制の課程は、学

力検査が国語、数学、

英語の３教科で２７０

満点。

調査書は各教科３０

点×９教科で２７０点。

訂正版
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